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宝塚小学校区まちづくり協議会 

地域ごとのまちづくり計画(素案)へのご意見募集 
 

宝塚市では、現在各地域で、地域ごとのまちづくり計画の見直しを行っています。今後 10 年間

を見通したまちの「将来像」とまちづくりの「基本方針」を話し合い、これをもとに、5 年間の具

体的な取り組みを検討した「地域ごとのまちづくり計画」をつくって協働のまちづくりを進めよう

としています。 

宝塚小学校区まちづくり協議会においても、平成 30 年６月から、自治会およびまちづくり協議

会専門部から選出した委員によるワークショップを開催し、見直し計画案の作成を行ってきました。

また、小・中学校生及び、学校長、園長、商店会のアンケートや、宝塚小学校区に立地する企業や

団体の皆さんとの意見交換会を行い、広くご意見を聞いてきました。ご協力いただきました皆様に

は感謝いたします。 

この度、宝塚小学校区まちづくり協議会の「地域ごとのまちづくり計画」の素案がまとまりまし

た。概要版を配布させていただきますので、ご一読いただき、ご意見・ご提案をたまわりますよう

お願いいたします。 

 

令和２年１月 

宝塚小学校区まちづくり協議会 

会長 喜多 毅 

 

地域ごとのまちづくり計画(素案) 概要版 

【はじめに】 

u 宝塚小学校区まちづくり協議会（愛称：宝小コミュニティ）は平成９年 11 月 30日に設立 

u これまで、平成 16 年９月「宝小コミュニティまちづくり計画策定部会」により、まちづくり

計画を策定したが、14 年が経過し、宝塚市全体で計画の見直しに取り組むことになった。 

 

【課題と現状】 

u 「住宅ゾーン」「商業ゾーン」「教育ゾーン」「文化ゾーン」「歴史ゾーン」があり、都会と自然

が適度にマッチングした豊かな心地よい地域（まち）が宝塚小学校区の特徴 

u 少子高齢化と人口減少への対応が必要 

・若い人たちが集まって活動的な地域（まち） 

・高齢者の健康と子供達の成長に寄り添える地域（まち） 

u 地域(まち)にあるさまざまな資源(お祭り・だんじりや社寺、宝塚歌劇など)を PRし、保全し

ていく必要がある 

u 防災・防犯の強化を行い、ずっと住みたいと思える安全安心な地域（まち）にしていきたい 
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【地域
ま ち

の将来像と基本目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取り組み】 

福祉と健康と教育環境の充実 

①世代を超えて情報共有でき交流する場のあるまち 

1.  地域の各組織の横のつながりを充実する 

2.  

地域情報を集約する仕組みをつくる 

・地域内の様々な情報が宝塚小学校区まちづくり協議会に集まるようにする 

・支援が必要な人の課題は、民生委員・児童委員や地域包括を中心に把握していく 

・ネットワーク会議を開催する 

3.  

宝塚小学校区まちづくり協議会の広報体制をさらに充実する 

・宝塚小学校区まちづくり協議会の活動だけでなく、福祉の仕組みや、各種制度などをわか

りやすく伝える 

・掲示板を充実する ・観光情報や防災情報、地域情報を伝えるまちかど案内版をつくる 

・二次元バーコードなど ITを活用する。ネットユーザー以外のために電話番号も記載する 

・サロンなどの場での口コミ、広報誌の他チラシやパンフも活用する 

4.  

地域で暮らす多様な人が交流できる機会や場をつくる 

・災害等緊急時や親の帰宅までの時間、宿題をするのを見守るような小さな居場所をつくる 

・高齢者が生きがいをもって活躍できる場をつくる 

・仕事を持つ人が参加しやすい場をつくる 

・その他、目的を明確にして必要な人が集まれる場をつくる 

②自律し、自分の価値観を持った子どもを育むまち 

5.  学校運営協議会（コミュニティスクール）を充実させ、地域で学校を支える 

6.  子どもたちが自分で料理できるような子ども教室を開催する。食育も行う 

7.  
活躍する人たちを日頃からまちぐるみで応援する 

・横断幕をかけてメッセージ ・バスを仕立てて応援する 

・人が集まり、美しく、楽しい、魅力的なまちづくり 

・コミュニケーションのとれる安全安心なまちづくり 

地域の将来像 

福祉と健康と教育環境の充実 

①世代を超えて情報共有でき交流する場のあるまち 

②自律し、自分の価値観を持った子どもを育むまち 

③障碍（がい）者や外国人などすべての人の人権

を尊重し、みんなが福祉を支えるまち 

④救急車の利用が日本一少ないまちづくり 

基本目標 みんなで取り組む防災防犯 

①防災‐地域のネットワークづくりと情報の共有  

②防犯‐顔の見えるコミュニケーションがあるまち 

③事故防止‐みんなで気づかいできるまち 

宝塚らしい環境景観づくり 

①住環境と経済環境がほどよく調和のとれたまち 

②地域の宝物をみんなで共有し、情報発信の

できるまち 
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③障碍（がい）者や外国人など、すべての人の人権を尊重しみんなが福祉を支えるまち 

8.  認知症サポーターを増員し、地域とのつながりを深める 

9.  地域行事に参加し、お互いさまの関係づくりを進める 

10.  1人ぐらしの高齢者や障碍（がい）者がいる家を地域で把握する（自治会） 

11.  障碍（がい）を理解し、交流する場をつくる 

12.  コミュニティバスの運行など、交通弱者の便を確保する方策を探る 

④救急車の利用が日本一少ないまち 

13.  ラジオ体操や百歳体操、健康講座などを開催し、健康作りをすすめる 

14.  救命救急講習会を開催する 

15.  保護者向けの自転車マナーの講習会を開催する。参加してもらいやすい工夫をする 

 
みんなで取り組む防災防犯 

①防災-地域のネットワークづくりと情報の共有 

16.  川面地区防災計画を確実に実行していく。防災訓練に多数参加できるように工夫する 

17.  川面地区自主防災会のポータルサイトを周知し、広く情報提供する 

18.  緊急時の連絡を電話のみに頼らない、双方向の連絡体制づくり 

19.  5〜10軒の班別に避難スイッチを設定。これに基づき避難行動をする 

20.  各家庭や職場等で避難計画を話し合う 

21.  街角や公園に防災情報等を掲示し、二次元バーコードなどで情報が取れるようにする 

22.  新規入居者及び自治会未加入者への情報提供について自治会で仕組みづくりを検討する 

23.  だんじり保存会が主になって将来の防災会の担い手になる青年団の募集を強化する 

24.  御殿山中学校南側の竹藪に緊急時避難通路をつくる 

25.  災害時要支援者支援制度など、地域で支え合う仕組みを充実する 

26.  
地域で子どもを見守る体制づくり 

・登下校の見守り体制を充実する ・わんわんパトロールを充実する 

・通学路の点検会議を充実する 

②防犯-顔の見えるコミュニケーションがあるまち 

27.  
防犯カメラの拡充 

現在設定されている場所を防災マップに記載。今後は通学路の優先設置を要望する 

28.  地域の安全安心確保の為に各家の門燈灯火を推進する（各家、自治会） 

29.  県、市の安心メールの登録を勧める 

30.  各家庭に1台の防災受信機の設置に向け働きかける 

31.  阪急宝塚線北側地域に交番を設置に向け働きかける 

③事故防止-みんなで気づかいできるまち 

32.  減災のために各家庭でのブロック塀のチェックや危険箇所の工事を進める 

33.  減災のために市民と行政で危険箇所をあらいだし、工事する 

34.  運転者への通学路の周知徹底を図り、注意喚起を強化する 

35.  自転車ゾーンの整備を要望する 

36.  見通しの悪い道路、交通量の多い道路における歩道白線の整備、ミラー設置など危険箇所を
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洗い出して行政へ対策を要望する 

 
宝塚らしい環境景観づくり 

①住環境と経済環境がほどよく調和のとれたまち 

37.  
商業ゾーンと教育文化ゾーンと経済特区を設け、住み続けられるまちづくりを進める 

教育文化ゾーンには大学等の誘致を働きかける 

38.  商店会の活性化に向けた、住民との意見交換の実施 

39.  ＪＲ宝塚駅北側駐輪場の設置を検討する 

40.  武庫川と河川敷の有効利用を考え、市、県に働きかける (ボート遊びや河川敷公園など) 

41.  歌劇場前交差点および宝塚駅前ロータリーの渋滞緩和を検討する 

42.  市民ホールの建設に向けて継続的に運動する。下の池の有効利用も考える 

43.  谷池の有効活用を検討する 

44.  図書館の充実と回収の環境整備 

45.  
地域美化に取組む(タバコ・あき缶のポイ捨て・犬猫の糞) 

 ①宝塚小学校区まちづくり協議会主体の清掃 ②通学路の全面禁煙 

46.  運動場の開放、あそび場づくりをすすめる 

47.  ベガホールなど公共施設の利活用を進める 

48.  エコ率が高い町を目指し、各家庭のエコ推進を行う 

②地域の宝物をみんなで共有し、情報発信のできるまち 

49.  
情報発信を増やす 

・雑誌にとりあげてもらう ・フリーペーパーにのせる ・SNSで発信する 

・散策ルートマップをつくる 

50.  宝塚駅に観光案内所と物産館を作る 

51.  手塚治虫が昆虫採集をした千吉大明神など手塚治虫に特化した場所の紹介をする 

52.  
だんじり文化を広げ、だんじり祭りにたくさんの住民が気軽に参加できるようにする 

千吉踊りを地域の踊りとして広く知ってもらう 

53.  花火大会の復活。実現可能なやり方について協議する 

54.  地域に伝わる民話を集めて絵本を作り、広める 

55.  宝小地域で映画、テレビ、アニメなどのロケ地候補となる場所を探し、提案する 

56.  歴史博物館をつくるよう働きかける 

 

 

「まちづくり計画」（案）へのご意見は・・・ 

・２月 17日（月）までに、各自治会の会長にご提出ください。 

・詳しい計画書はブログに掲載しています。 

「宝小コミュニティ」で検索するか、右のコードからアクセスしてください。 

・ご意見は、インターネットでも受け付けています。 

「宝小コミュニティ」ブログ→ https://takarazuka-community.jp/housyou/ 


